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健康寿命延伸事業（運動教室） 

　
今
年
度
の
国
保
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
今
月
号
で
は
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
と
は
 

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
、
誰
も
が
経
済
的
な
負

担
を
少
な
く
し
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す
。
 

　
普
段
、
健
康
的
な
方
で
も
、
病
気

や
ケ
ガ
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
も
し
も
の
と
き

に
備
え
て
、
加
入
者
同
士
が
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
い
う
「
相

互
扶
助
」
の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
 

 国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
 

　
国
保
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
特

別
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、
病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費
や
保

健
事
業
、
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭

費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
 

　
国
保
税
の
税
額
を
決
め
る
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る
「
医
療
分
」
と
、
国
全

体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決

ま
る
「
介
護
保
険
分
」
、
さ
ら
に
　

歳
以
上
の
方
々
の
医
療
費
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る
「
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
」
が
あ
り
ま
す
。
 

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
の
総
額

は
、
そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費

な
ど
の
支
出
総
額
か
ら
、
国
や
県
か

ら
の
交
付
金
の
ほ
か
、
町
一
般
会
計
 

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
差
し
引
い
た

額
と
な
り
ま
す
。
 

　
国
保
税
の
増
減
に
は
、
皆
さ
ん
の

医
療
費
の
動
向
が
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
 

 医
療
費
の
動
向
 

　
本
町
の
医
療
費
の
動
向
は
、
昨
年

度
の
税
額
決
定
時
に
見
込
ん
だ
医
療

費
（
療
養
給
付
費
、
療
養
費
、
高
額

療
養
費
等
）
６
億
５
　
８
３
２
万
円

に
対
し
て
、
本
年
度
の
医
療
費
見
込

み
は
６
億
３
　
４
５
０
万
円
と
な
り
、
 

２
　
３
８
２
万
円
の
減
額
で
見
込
み

ま
し
た
。
 

　
こ
の
減
額
の
主
な
理
由
は
、
食
生

活
の
改
善
や
健
康
寿
命
延
伸
事
業
な

ど
、
町
が
進
め
る
予
防
医
療
の
成
果

に
よ
る
も
の
で
す
。
 

 医
療
費
を
減
ら
せ
れ
ば
 

　
　
　
国
保
税
も
減
ら
せ
ま
す

　
一
般
的
に
医
療
費
が
増
加
す
る
要

因
と
し
て
は
、
 

①
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
病
気
に
な
 

　
り
が
ち
な
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
 

　
て
い
る
こ
と
 

②
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
、
 

　
診
療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て
い
 

　
る
こ
と
 

③
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療
を
 

　
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
 

　
と
 

④
一
つ
の
病
気
で
何
度
も
病
院
を
変
 

　
え
る
「
多
受
診
」
の
方
が
増
え
て
 

　
い
る
こ
と
 

⑤
疾
病
の
早
期
段
階
で
受
診
せ
ず
に
 

　
重
症
化
し
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
国
保
に
加
入
す
る
皆
さ
ん
が
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
少
し
ず
つ
で
も
減
ら

せ
ば
、
医
療
費
を
減
ら
す
る
こ
と
が

で
き
、
結
果
的
に
皆
さ
ん
の
税
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 予
防
医
療
の
成
果
と
し
て
 

　
医
療
分
は
減
額
に
な
り
ま
す
 

　
本
年
度
、
町
で
は
国
保
加
入
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
４
　
７
３

３
万
円
を
減
税
財
源
と
し
て
繰
入
れ

し
ま
し
た
。
 

　
内
訳
は
、
第
３
期
国
保
財
政
５
か

年
計
画
に
よ
る
国
保
給
付
費
支
払
準

備
基
金
か
ら
２
　
０
０
０
万
円
、
平

成
　
年
度
の
繰
越
金
か
ら
２
　
０
０

０
万
円
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
に
必

要
な
費
用
を
一
般
会
計
か
ら
補
填
す

る
分
で
７
３
３
万
円
の
合
計
４
　
７

３
３
万
円
で
す
。
 

　
そ
の
結
果
、
医
療
分
は
１
人
あ
た

り
の
平
均
負
担
額
が
、
５
１
　
１
６

３
円
と
な
り
、
平
成
　
年
度
と
比
較

し
て
、
４
　
５
６
０
円
の
減
額
、
１

世
帯
あ
た
り
の
平
均
負
担
額
は
９
４
 

２
４
３
円
と
な
り
９
　
４
９
３
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
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表１　平成２１年度税率 

※（　）内は平成２０年度税率及び税額 

 

所得割 
 
資産割 
 
均等割 
 
平等割 

　医　　療　　分　 
５．４４％　 
（６．２４％） 
２７．９８％　 
（２３．６８％） 
２１，２００円　 
（２２，５００円） 
１８，４００円　 
（１９，２００円） 

　介 護 保 険 分　 
１．４８％　 
（１．１８％） 
１０．７８％　 
（６．５４％） 
８，６００円　 
（６，８００円） 
４，８００円　 
（３，８００円） 

後期高齢者支援分 
２．４２％　 
（２．１４％） 
１２．５５％　 
（８．００％） 
９，４００円　 
（７，７００円） 
８，２００円　 
（６，４００円） 

◆世帯主の給与収入３６０万円、妻のパート 
　収入１１５万円・子ども２人の場合 

※（　）内は平成２０年度税額 
※所得や世帯構成の増減などにより年税額は 
　変わります。 

（単位：円） 

世帯主 ５５歳 
　妻 ５０歳 
　子 ２２歳 
　子 １７歳 

所　得　 
2,340,000 
500,000 

0 
0

固定資産税額 
30,000 

0 
0 
0

所得割 
 
資産割 
 
均等割 
 
平等割 
 
　計 

介護分　 
32,264　 
（25,724） 
3,234　 
（1,962） 
17,200　 
（13,600） 
4,800　 
（3,800） 
57,498　 
（45,086） 

支援金分　 
52,756　 
（46,652） 
3,765　 
（2,400） 
37,600　 
（30,800） 
8,200　 
（6,400） 
102,321　 
（86,252） 

医療分　 
118,592　 
（136,032） 
8,394　 
（7,104） 
84,800　 
（90,000） 
18,400　 
（19,200） 
230,186　 
（252,336） 

合計　３８９，８００円　 
（３８３，５００円） 

◆世帯主、妻ともに年金収入はあるが１２０ 
　万円以下の場合 

世帯主　７０歳 
　妻　　６８歳 

所　得　 
0 
0

固定資産税額 
40,000 

0

所得割 
 
資産割 
 
均等割 
 
平等割 
 
　計 

介護分　 
0　 
（0） 
0　 
（0） 
0　 
（0） 
0　 
（0） 
0　 
（0） 

支援金分　 
0　 
（0） 
5,020　 
（3,200） 
5,640　 
（4,620） 
2,460　 
（1,920） 
13,120　 
（9,740） 

医療分　 
0　 
（0） 

11,192　 
（9,472） 
12,720　 
（13,500） 
5,520　 
（5,760） 
29,432　 
（28,732） 

合計　４２，５００円　 
（３８，４００円） 

4545

介
護
保
険
分
と
 

後
期
高
齢
者
支
援
分
に
つ
い
て
 

　
一
方
、
国
保
の
加
入
者
の
う
ち
　

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
方
は
、
介
護
保

険
料
分
に
つ
い
て
も
国
保
税
に
含
め

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
介
護
保
険

分
の
負
担
額
と
し
て
、
４
　
８
１
７

万
円
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
介
護
保
険
分
に
つ
い

て
は
１
人
あ
た
り
の
平
均
負
担
額
は
、
 

２
０
　
６
１
５
円
と
な
り
平
成
　
年
 

度
と
比
較
し
て
、
３
　
９
９
２
円
の

増
額
、
１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
負
担

額
は
２
７
　
１
８
０
円
と
な
り
４
　

６
８
１
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
よ
り
制
度

化
さ
れ
た
　
歳
以
上
の
方
が
加
入
す

る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支

援
金
分
に
つ
い
て
は
、
１
億
２
　
６

６
０
万
円
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
後
期
高
齢
者
支
援
分

に
つ
い
て
は
１
人
あ
た
り
の
平
均
負

担
額
は
、
２
１
　
９
８
９
円
と
な
り

平
成
　
年
度
と
比
較
し
て
、
３
　
２

９
７
円
の
増
額
、
１
世
帯
当
た
り
の

平
均
負
担
額
は
、
４
１
　
０
９
５
円

と
な
り
５
　
９
５
４
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
 

 医
療
分
、
介
護
分
、
支
援
分
を
 

合
わ
せ
る
と
増
額
と
な
り
ま
す
 

　
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
 

予
防
医
療
に
よ
る
成
果
と
、
国
保
財

政
５
か
年
計
画
等
に
よ
り
、
国
保
加

入
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
町
の
努
力
の
成
果

が
反
映
で
き
な
い
介
護
保
険
分
と
後

期
高
齢
者
支
援
分
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
高
齢
者

の
医
療
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背

景
に
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
へ
の
負
担
額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
た
め
、
医
療
分
、
介
護
分
、

支
援
分
合
わ
せ
て
１
人
あ
た
り
の
平

均
負
担
額
は
、
９
３
　
７
６
７
円
と

な
り
平
成
　
年
度
と
比
較
し
て
２
　

７
２
９
円
の
増
額
、
１
世
帯
あ
た
り

の
平
均
負
担
額
は
１
６
２
　
５
１
８

円
と
な
り
１
　
１
４
２
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
１
人
・
１
世

帯
あ
た
り
の
負
担
額
は
あ
く
ま
で
も

町
の
平
均
額
で
す
。
 

　
今
回
の
国
保
税
率
改
正
に
あ
た
り
、
 

引
き
続
き
負
担
の
公
平
化
と
低
所
得
 

者
へ
の
負
担
軽
減
を
継
続
す
る
た
め
、
 

応
能
割
（
所
得
・
資
産
割
）
と
応
益

割
（
均
等
・
平
等
割
）
の
賦
課
割
合

を
特
定
の
所
得
階
層
に
負
担
が
偏
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
な
お
、

税
率
に
つ
い
て
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。
 

 国
保
は
み
ん
な
で
 

　
　
　
　
　
　
支
え
合
う
制
度
 

　
国
保
税
は
、
医
療
費
の
状
況
な
ど

で
必
要
と
な
る
税
額
が
変
わ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
年
の
状
況
に
応
じ
て
税

額
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
病
気
を
未
然
に
防
止
す
れ
ば
、

そ
の
分
皆
さ
ん
の
税
負
担
が
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
食
生
活
の
改
善
や
検
診
の

受
診
な
ど
、
よ
り
一
層
の
予
防
医
療

な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
み
ん
 

な
で
医
療
費
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
 

   　
第
２
期
の
納
期
限
は
７
月
　
日
と

な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
納
付
書
の
送
付
は
７
月
中

旬
の
予
定
で
す
。
 

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）
 

の
方
に
つ
い
て
は
、年
金
支
給（
４
、
 

６
、
８
、
　
、
　
、
２
月
）
の
際
に

天
引
き
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
本

算
定
に
よ
る
税
額
は
、
　
月
分
か
ら

に
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
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 可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

 ■
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
 

　
正
 

　
○
小
学
校
適
正
配
置
の
基
本
方
針
や
具
体
的
 

　
　
な
方
向
性
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
の
「
町
 

　
　
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
」
を
設
置
す
る
 

　
　
た
め
の
条
例
 

■
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
平
成
　
年
度
の
国
保
税
の
税
率
改
正
 

■
平
成
　
年
度
補
正
予
算
 

　
○
一
般
会
計
〜
財
産
の
取
得
や
地
域
資
源
を
 

　
　
活
用
し
た
新
た
な
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
調
査
・
 

　
　
研
究
費
な
ど
の
新
規
計
上
、
緊
急
雇
用
創
 

　
　
出
事
業
・
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
 

　
　
金
事
業
の
費
用
の
追
加
な
ど
 

　
○
介
護
保
険
特
別
会
計
〜
第
４
期
介
護
保
険
 

　
　
計
画
に
基
づ
く
介
護
保
険
料
の
改
正
に
伴
 

　
　
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
 

　
　
用
の
計
上
 

■
財
産
の
取
得
 

　
○
温
泉
宿
泊
施
設
送
迎
用
小
型
マ
イ
ク
ロ
バ
 

　
　
ス
の
更
新
 

　
○
機
能
訓
練
送
迎
用
リ
フ
ト
付
小
型
バ
ス
の
 

　
　
更
新
 

　
○
西
会
津
中
学
校
放
送
室
の
デ
ジ
タ
ル
編
集
 

　
　
機
器
等
放
送
ス
タ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
設
備
の
 

　
　
購
入
 

■
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
団
体
 

　
数
の
減
少
及
び
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
 

　
規
約
の
変
更
 

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
 

　
○
伊
藤
政
憲
さ
ん
（
６
町
内
）
 

　
○
佐
藤
高
雄
さ
ん
（
杉
　
山
）
 

ど
、
積
極
的
に
雇
用
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
等

で
、
事
業
の
追
加
要
望
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
 

新
た
に
３
つ
の
事
業
の
追
加
要
望
を
行
い
、
さ

ら
な
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
 

◆
西
会
津
国
際
芸
術
村
事
業
 

　
西
会
津
国
際
芸
術
村
は
、
平
成
　
年
９
月
の

開
村
か
ら
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

外
国
の
芸
術
家
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
国
際
交

流
を
図
り
な
が
ら
、「
芸
術
の
里
」
と
し
て
情
報

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
本
年
３
月
末
で
、
４
期
目
の
芸
術
家
の
音
楽

家
「
ブ
ル
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
バ
ナ
ー
」
さ
ん
と
、

写
真
家
「
カ
ト
リ
ン
・
パ
ウ
ル
」
さ
ん
が
芸
術

活
動
を
終
え
町
を
離
れ
た
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

西
会
津
国
際
芸
術
村
で
第
５
期
の
芸
術
家
の
選

定
を
行
い
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
ブ
ル
ガ
リ

ア
共
和
国
の
二
人
の
芸
術
家
が
内
定
し
ま
し

た
。
 

　
今
後
も
、
芸
術
活
動
を
通
し
た
地
域
間
交
流

の
促
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

◆
西
会
津
町
史
編
さ
ん
事
業
 

　
西
会
津
町
史
は
、
昭
和
　
年
度
か
ら
編
さ
ん

作
業
を
開
始
し
、
平
成
２
年
度
に
「
第
六
巻
・

民
俗
・
旧
町
村
沿
革
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
本

巻
９
冊
、
別
巻
３
冊
、
計
　
冊
を
刊
行
し
、
残

り
は
「
第
二
巻
・
通
史
Ⅱ
（
近
代
・
現
代
）
」
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の「
第
二
巻
・
通
史
Ⅱ
（
近
代
・
現
代
）」
 

の
編
さ
ん
作
業
が
進
み
、
原
稿
の
執
筆
が
６
月

中
に
す
べ
て
完
了
す
る
見
込
み
で
、
来
年
１
月

に
は
配
本
を
開
始
す
る
計
画
で
す
。
 

       町

政

主

要

事

項

報

告
 

 ◆
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
 

　
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
最
も
上
位
に
位
置
す
る
計
画
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
、
現
在
、「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
」
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
町
民
懇
談
会
な
ど
町
民
参
加
の
手

法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
 

　
町
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い

て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
全
戸
配
付
の
チ
ラ
シ

で
感
染
予
防
や
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
発
熱

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
等
の
対
応
に
つ
い
て

周
知
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
関
係
者
会
議
の
開
催
な
ど
、
感
染
 

者
の
発
生
に
備
え
た
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
町
内
で
は
感
染
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
感
染
者
の
発
生
に
備

え
、
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。
 

◆
景
気
の
急
激
な
悪
化
に
対
す
る
雇
用
対
策
等
 

　
町
で
は
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
こ
れ
ま

で
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」で
、
 

２
事
業
・
３
名
、「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
」
 

で
は
、
６
事
業
・
　
名
を
新
規
に
雇
用
す
る
な
 

21
21

16

6012

13

22
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　　　　　町消防団の受賞歴 
 
【昭和３０年】 
　　８月　　県知事表彰（竿頭綬） 
【昭和３１年】 
　　４月　　県知事表彰（表彰旗） 
　　　　　　民友旗 
【昭和３２年】 
　　５月　　県知事表彰（竿頭綬） 
　　　　　　県消防協会長表彰（竿頭綬） 
【昭和３３年】 
　　４月　　県知事表彰（竿頭綬） 
【昭和３４年】 
　　２月　　日本消防協会長表彰（竿頭綬） 
　　３月　　消防庁長官表彰（竿頭綬） 
【昭和３７年】 
　　２月　　日本消防協会長表彰（表彰旗） 
【昭和４２年】 
　　５月　　県知事表彰（表彰旗） 
【昭和４８年】 
　　３月　　消防庁長官表彰（表彰旗） 
【平成　３年】 
　　２月　　日本消防協会長表彰（竿頭綬） 
【平成　７年】 
　１１月　　建設大臣表彰（表彰状） 
【平成１６年】 
　　５月　　県知事表彰（竿頭綬） 
【平成１７年】 
　　１月　　国土交通大臣表彰（表彰状） 
【平成２０年】 
　　３月　　消防庁長官表彰（竿頭綬） 

県
下
一
の
消
防
団
 

　
５
月
　
日
、
喜
多
方
市
で
開
催
さ

れ
た
第
　
回
福
島
県
消
防
大
会
に
お

い
て
、
県
下
一
の
消
防
団
を
称
え
る

福
島
民
報
社
の
「
民
報
金
ば
れ
ん
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
大
勢
の
列
席
者
が
見
守
る
中
、
福

島
民
報
社
の
渡
部
世
一
社
長
か
ら
渡

部
修
団
長
に
「
優
」
の
字
が
輝
く
金

ば
れ
ん
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
受
賞
は
、
住
民
参
加
型
防

災
訓
練
の
実
施
、
消
防
支
援
隊
の
発

足
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
団

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

『
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』
が
実

を
結
ん
だ
結
果
で
し
た
。
 

受
賞
記
念
パ
レ
ー
ド
・
報
告
会
 

　
６
月
７
日
、
町
役
場
か
ら
道
の
駅

ま
で
を
、
団
員
お
よ
そ
２
０
０
名
が

ラ
ッ
パ
隊
の
力
強
い
吹
奏
に
合
わ
せ

堂
々
と
行
進
し
な
が
ら
金
ば
れ
ん
を

披
露
し
ま
し
た
。
 

　
道
の
駅
で
行
わ
れ
た
受
賞
報
告
会

で
は
、
渡
部
修
団
長
が
、「
こ
の
た
び
 

 諸
先
輩
方
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
伝
統

と
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
念
願

の
金
ば
れ
ん
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
報
告
す
る
と
、
会
場

を
訪
れ
た
大
勢
の
町
民
か
ら
拍
手
が

送
ら
れ
、
受
賞
の
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
 

2962

役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
に
金
ば
れ
ん
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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予防接種での注意点

 

①通知やパンフレットをよく読む。 

②当日は体調に変化がないか確認する。 

③予診票は記入もれがないようにする。 

④子どもの健康状態が分かる方が連れて行く。 

⑤母子健康手帳を必ず持っていく。 

⑥受けた後は子どもの状態に注意を払う。 

ポリオ 

三種混合Ⅰ期 

二種混合 

麻しん・風しん 

ＢＣＧ 

（１回） 

（１回） （１回） 

（１回） 

15
　
歳
 

14
　
歳
 

13
　
歳
 

12
　
歳
 

11
　
歳
 

10
　
歳
 

9
　
歳
 

8
　
歳
 

7
　
歳
 

6
　
歳
 

5
　
歳
 

4
　
歳
 

3
　
歳
 

2
　
歳
 

1
　
歳
 

9
カ
月
 

6
カ
月
 

3
カ
月
 

（２回）（２回） 

（４回）（４回） 

（２回） 

（４回） 

予防接種で病気に対する抵抗力をつけよう 

中
１
・
高
３
の
皆
さ
ん
予
防
接
種
を
！
 

　
平
成
　
年
に
　
代
〜
　
代
を
中
心
に
麻
し
ん

（
は
し
か
）
が
大
流
行
し
、
高
等
学
校
や
大
学

で
は
休
校
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
理
由
と
し
て
、
接
種
率
の
低
下
や
、
自

然
感
染
に
よ
る
麻
し
ん
の
免
疫
力
が
得
づ
ら
く

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
対
策
と
し
て
平
成
　
年
か
ら
、
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
予
防
接
種
の
回
数
を
、
こ
れ
ま

で
の
１
回
か
ら
２
回
に
増
や
し
、
よ
り
高
い
免

疫
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
か
ら
は
２
回
接
種
で
き
な

か
っ
た
児
童
が
接
種
で
き
る
よ
う
、
中
学
１
年

生
と
高
校
３
年
生
の
と
き
に
予
防
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
体
調
の
よ
い
時
期
に
接

種
で
き
る
よ
う
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
受
け

ま
し
ょ
う
。（
平
成
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
）
 

　
な
お
、
町
で
は
予
防
接
種
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
期
間
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
費

用
が
自
己
負
担
（
１
万
円
程
度
）
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
期
間
中
に
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。
 

予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
？
 

　
子
ど
も
は
大
き
く
な
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

病
気
に
か
か
り
ま
す
。
な
か
に
は
重
い
症
状
が

あ
ら
わ
れ
た
り
、
後
遺
症
が
心
配
さ
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
病
気

に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
の
が
予
防
接
種
で

す
。
な
る
べ
く
小
さ
い
う
ち
に
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。
 

19

10

20
18

20
24

　日本脳炎の新しいワク 
チンが開発されました。 
　詳しい情報については 
下記にお問い合わせくだ 
さい。 
 
【問い合わせ先】 
　町保健センター 
　　　４７－２３０６ 

　５月２０日、３歳児３名を対象に健康診査 
を行った結果、虫歯のない子は２名でした。 

薄上実莉ちゃん 
（３町内・崇之） 

【
お
詫
び
と
訂
正
】
 

　
先
月
号
の
歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
８
０
２
０
の
記
 

事
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　（
誤
）樽
井
清
一
さ
ん
↓（
正
）樽
井
清
市
さ
ん
 

　
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。
 

山内耕太くん 
（２町内・久一） 
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　５月３０日、「心と身体の健康ウォークin大山」 
が開催され、町内外から２５０人が参加しました。 
　ウォーキングコースは大久保町営駐車場から大 
山祇神社までの片道約４㎞のコースで、参加した 
皆さんは杉並木や不動滝など豊かな自然の中でウ 
ォーキングを楽しみ、心と身体をリフレッシュし 
ました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　「第６回西会津ふるさとなつかしＣａｒショー」 
が５月３１日に開催されました。 
　会場となったさゆり公園には１９３２年式のロー 
ルス・ロイスを始め、国内外の往年の名車やスーパ 
ーカー、２２０台が勢ぞろいしました。 
　この日は雨が降るあいにくの天気となりましたが、 
名車やスーパーカーを一目見ようと町内外から１万 
人のファンが訪れ、懐かしそうに車を眺めたり、写 
真を撮るなどしていました。 
　また会場では車の展示のほかにも、「エンジン音 
を聞きまショー」や福島ベンチャーズのライブ、フ 
リーマーケットなども催され、会場は大賑わいでし 
た。 

　
「
一
生
に
一
度
は
な
じ
ょ
な
願
 

い
も
聞
き
な
さ
る
」
野
沢
の
山
の
 

神
様
、
大
山
祇
神
社
の
春
の
例
大
 

祭
が
、
６
月
１
日
か
ら
　
日
ま
で
 

の
１
ヵ
月
間
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
連
日
、
マ
イ
カ
ー
や
大
型
バ
ス
 

で
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
新
潟
な
ど
 

県
外
か
ら
も
多
く
の
参
拝
客
が
訪
 

れ
ま
し
た
。
 

　
参
拝
に
訪
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
に
願
い
を
込
め
、
熱
心
に
参
拝
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

30

16

60

　
６
月
　
日
、
喜
多
方
地
区
交
通
安
全
協
 

会
西
会
津
支
部
が
町
教
育
委
員
会
に
交
通
 

安
全
の
旗
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
、教
育
委
員
会
を
訪
れ
た
の
は
、
 

西
会
津
支
部
長
の
五
十
嵐
忠
比
古
さ
ん
と
 

庶
務
の
斎
藤
知
一
さ
ん
で
、
交
通
安
全
と
 

書
か
れ
た
黄
色
い
旗
　
本
を
五
十
嵐
支
部
 

長
が
長
谷
川
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
旗
は
小
学
校
の
児
童
が
登
下
校
時
、
 

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
通
学
班
に
配
付
 

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 



8

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

45

  　
６
月
　
日
、
す
ぱ
ー
く
西
会
津
に
お
い
て
、

女
性
講
座
の
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
講
座
は
、
教
養
を
高
め
な
が
ら
、
現
代

社
会
の
理
解
と
女
性
の
役
割
、
家
庭
生
活
の
あ

り
方
や
健
康
に
つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
は
仲
間

づ
く
り
を
目
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
町

内
か
ら
　
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
第
１
回
目
の
講
座
は
、
雨
の
た
め
、
す
ぱ
ー

く
西
会
津
内
で
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
』
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
初
め
て
参
加
し
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
ゲ
ー

ム
を
進
め
る
う
ち
に
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
笑
い

声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
和
や
か
な
一

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
自
然
探
勝
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

環
境
や
歴
史
講
座
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
 

　
な
お
、
受
講
生
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
参
加
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

女
性
講
座
を
開
講
 

1126

　
第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
　
日
（
日
）
 

に
開
催
さ
れ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
大
阪
と
、
各
地
か
ら
 

７
２
４
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
　
部
門
に
出
場
し
、
緑
と
渓
流
と
 

山
菜
の
里
、
奥
川
路
を
爽
や
か
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
明
け
方
か
ら
の
強
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
 

が
、
ス
タ
ー
ト
時
に
は
雨
も
上
が
り
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
絶
好
 

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
沿
道
に
は
地
域
の
方
が
大
勢
つ
め
か
け
、
選
手
に
 

声
援
を
送
る
な
ど
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

34

21

18

中
学
男
子
５
㎞
 

　
中
丸
　
怜
也
 

　
　
　
　
〔
第
８
位
〕
 

中
学
女
子
３
㎞
 

 
長
谷
川
み
ゆ
き
 

　
　
　
　
〔
第
８
位
〕
 

高
校
男
子
10
㎞
 

　
武
藤
　
広
信
 

 
 
 
 
〔
第
１
位
〕
 

40
歳
以
上
女
子
５
㎞
 

　
井
上
　
貴
子
 

　
　
　
　
〔
第
８
位
〕
 

一
般
男
子
10
㎞
 

　
関
口
　
洋
平
 

　
　
　
　
〔
第
７
位
〕
 

親
子
２
㎞
 

　
白
井
宙
佳
・
隆
一
 

　
　
　
　
〔
第
５
位
〕
 

（
10
位
ま
で
）
敬
称
略
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各
地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
！！
 

尾野本地区町民バレーボール大会 

新郷地区球技大会 

「西会津を・西会津から・西会津のために学ぶ」 

さゆり中学が開校 

　町内で活動している団体などから町の歴史や自 
然について学習する、さゆり中学が開校しました。 
　６月３日には中学１年生９名の入学式を国際芸 
術村（旧新郷中学校）で行い、西会津語りの会〔代 
表佐藤トキイさん（極入）〕による「昔語りと方言」、 
斎藤和則さん（上野尻）による「自然（森林）につ 
いて」の講義が行われました。 
　また、６月４日には、今年２年目の受講となる 
中学２年生１４名の始業式を国際芸術村で行いま 
した。この日は、「天地人について」の講義が行 
われ、受講生は熱心に聞き入っていました。 

斎
藤
和
則
さ
ん
に
よ
る
講
義
 

                  第
　
回
新
郷
地
区
球
技
大
会
 

◇
６
月
７
日（
日
）会
場
〜
新
郷
小
学
校
 

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
…
笹
川
Ｂ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
豊
洲
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
…
笹
川
Ａ
チ
ー
ム
 

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
…
笹
川
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
笹
川
Ｂ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
…
豊
洲
Ａ
チ
ー
ム
 

 第
　
回
群
岡
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

◇
６
月
７
日（
日
）会
場
〜
す
ぱ
ー
く
西
会
津
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
…
宝
川
Ｂ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
宝
川
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
…
下
野
尻
Ａ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
…
端
村
Ａ
チ
ー
ム
 

   　
山
々
の
緑
も
色
濃
く
な
っ
た
６
月
初
旬
、
町

内
各
地
区
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
地
域

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
各
地
区
の
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

 第
　
回
尾
野
本
地
区
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

　
◇
６
月
７
日（
日
）会
場
〜
さ
ゆ
り
公
園
 

　
　
　
　
総
 
 
合
　
優
勝
…
森
　
野
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
松
　
尾
チ
ー
ム
 

　
　
　
 
一
般
の
部
　
優
勝
…
森
　
野
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
西
　
林
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
青
年
の
部
　
優
勝
…
縄
　
沢
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
上
小
島
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
婦
人
の
部
　
優
勝
…
松
　
尾
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
…
森
　
野
チ
ー
ム
 

    　
６
月
　
日
、英
会
話
教
室（
小
学
生
ク
ラ
ス
）
 

の
開
講
式
が
町
公
民
館
で
行
わ
れ
、
低
学
年
コ

ー
ス
に
　
名
、
高
学
年
コ
ー
ス
に
８
名
の
合
わ

せ
て
　
名
で
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

　
開
講
式
の
後
、
さ
っ
そ
く
ク
ラ
ス
別
に
分
か

れ
、低
学
年
コ
ー
ス
で
は
国
際
交
流
員
の
ニ
サ
・
 

シ
ャ
ノ
ン
さ
ん
が
糸
電
話
づ
く
り
を
紹
介
し
、

そ
れ
ぞ
れ
糸
電
話
を
使
っ
て
英
語
で
の
あ
い
さ

つ
の
し
か
た
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
高
学
年
コ
ー
ス
は
、
外
国
語
指
導
助

手
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ダ
ー
ト
さ
ん
が
担
当
し
、

英
語
で
の
自
己
紹
介
の
し
か
た
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
し
て
、
英
語
に
な
れ
親
し
み
な
が
ら

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
 

24 31

38

1124
32
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みんなの広場 みんなの広場 
清
野
　
真
理
 

　
　
〔
下
小
島
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
西
会
津
中
学
校
２
年
生
の
伊
勢
亀
有
希
さ
ん
に
お
勧
め
の
 

一
冊
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
キ
ッ
パ
リ
！
た
っ
た
５
分
間
で
自
分
を
変
え
る
方
法（
上
大
岡
ト
 

メ
・
幻
冬
舎
）
』
こ
の
本
は
自
分
を
変
え
た
い
！
と
思
っ
て
い
る
人
に
 

ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
１
冊
で
す
。
」
 

　
図
書
館
で
見
つ
け
て
、
面
白
そ
う
だ
っ
た
の
で
自
分
で
も
購
入
し
た
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
こ
の
本
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
自
分
を
変
え
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
具
 

体
的
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
（
全
部
で
　
個
）」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
伊
勢
亀
さ
ん
自
身
も
、
書
い
て
あ
る
こ
と
を
い
く
つ
か
試
し
て
み
た
 

と
こ
ろ
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
思
う
と
の
こ
と
で
す
。
 

　
「
口
数
が
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
試
し
て
か
ら
は
こ
れ
ま
で
よ
り
人
 

と
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
 

　
「『
さ
さ
い
な
こ
と
で
、キ
ッ
パ
 

リ
！
自
分
っ
て
変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
 

で
す
！
』
と
い
う
ト
メ
さ
ん
か
ら
 

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
カ
ン
タ
ン
に
自
分
を
 

変
え
ら
れ
る
方
法
が
た
く
さ
ん
載
 

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
５
分
で
で
 

き
ま
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　佐藤　和子さん（６月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　いつもお世話になっています。これか 
らもお笑い全開で楽しくやろう！！ 

あなたの趣味は？ 
　ドライブ 
 
あなたの特技は？ 
　剣道 
 
あなたのモットーは？ 
　難しいことや面倒なことを 
先に片付けてしまう。（後が 
楽） 
 
これからやってみたいことは？ 
　娘２人がもう少し大きくな 
ったら、女３人で温泉旅行 

熱中していることは？ 
　水曜どうでしょう（テレビ番組） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　　　　　　の 
　Ｂ型×Ｏ型→Ｂ型 
 
最近感動したことは？ 
　中学生になった上の娘がす 
れ違う保護者の方に進んであ 
いさつしているのを見たとき 
（大人になったなぁ…と） 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｆさん（橋屋） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
第
４
回
県
下
中
学
校
選
抜
剣
道
大
会
新
人
 

　
戦
女
子
団
体
準
優
勝
の
銀
メ
ダ
ル
』
　
 

　
「
初
め
て
の
県
大
会
で
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
 

　
　
お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
５
人
の
力
で
勝
 

　
　
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
 

 

60
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①全席シートベルト・チャイルドシートの 
　正しい着用の徹底 
②無謀運転・過労運転の追放 
③自転車の安全利用の推進 

　７月１６日（木）～２５日（土）１０日間 

◆投票できる方 
　①投票日までに満２０歳になる方 
　②平成２１年７月６日現在で町に３ヵ月以上住 
　　んでいる方 
 
◆期日前投票 
　　投票日に仕事や用事などで投票区以外へ出か 
　ける場合は、期日前投票をすることができます。 
　○期　間　７月８日（水）から７月１１日（土） 
　○時　間　午前８時３０分から午後８時 
　○場　所　町役場 
　　選挙人名簿確認の事務を円滑に進めるために、 
　投票入場券を持参してください。 
　※投票入場券が届く前でも、期日前投票を行う 
　　ことができます。 
 
◆不在者投票 
　　病院、老人ホームまたは滞在先の市町村で「不 
　在者投票」もできます。 
 
【問い合わせ先】 
　選挙管理委員会（総務税政課総務係） 
　　　　　　　　　　　　　　　４５－２２１１ 

45

45

15

1412

2222

47

23

19

10

22

22

6320

31

15

14

20

   　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
受
給
資
格
の
審
査
の
た
め
、
現

況
届
や
所
得
状
況
届
を
毎
年
期
限
ま

で
に
町
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

　
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
 

町
か
ら
提
出
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
現
況
届
を
未
提
出
の
場
合

は
、
自
動
的
に
受
給
資
格
を
失
う
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◆
提
出
期
限
 

　
児
童
扶
養
手
当
（
現
況
届
）
 

　
　
８
月
　
日
（
月
）
 

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
所
得
状
況
届
）
 

　
　
９
月
　
日
（
木
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

   　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
職
員
（
高

校
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◆
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

　
　
一
般
事
務
　
若
干
名
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 

　
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
 

◆
第
１
次
試
験
日
及
び
会
場
 

　
　
９
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
磐
梯
町
中
央
公
民
館
 

◆
申
込
方
法
 

　
　
申
込
用
紙
は
町
役
場
で
交
付
し
 

　
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
 

　
う
え
、
総
務
税
政
課
ま
で
提
出
し
 

　
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
受
付
期
間
 

　
　
７
月
　
日（
水
）か
ら
８
月
　
日
 

　（
金
）（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。）
 

　
郵
送
す
る
場
合
は
、
８
月
　
日
 

　（
水
）ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
１
 

   　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
　
年
度
組
合
職
員
及
び

消
防
吏
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

◆
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

　
○
環
境
セ
ン
タ
ー
技
術
職
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度
 

　
○
消
防
吏
員
（
高
校
卒
程
度
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度
 

　
○
消
防
吏
員
（
救
急
救
命
士
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名
程
度
 

◆
受
付
期
間
 

　
　
７
月
　
日
（
水
）
か
ら
 

　
　
　
　
　
　
　
８
月
　
日
（
金
）
 

◆
第
１
次
試
験
日
及
び
会
場
 

　
　
９
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
磐
梯
町
中
央
公
民
館
 

　
受
験
資
格
や
受
験
手
続
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
事
務
局
総
務
係
 

　
　
　
０
２
４
１
―
　
―
３
４
２
６
 

　
　
消
防
本
部
総
務
課
 

　
　
　
０
２
４
１
―
　
―
６
２
１
１
 

               　
発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し
た

と
き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
水

を
流
す
と
き
は
ス
ピ
ー
カ
ー
や
サ
イ

レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
釣
り
な
ど
で
川
原
に
い
る
方
は
危

険
で
す
か
ら
、
速
や
か
に
安
全
な
場

所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

東
北
電
力
株
式
会
社
 

　
阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所
 

　
　
０
２
４
１
―
　
―
２
０
０
６
 

   　
会
津
農
業
共
済
組
合
理
事
の
任
期

満
了
に
よ
る
改
選
に
伴
い
、
６
月
１

日
付
け
で
伊
勢
亀
和
夫
さ
ん
（
下
小

島
）
が
新
た
な
農
業
委
員
会
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
　

年
７
月
　
日
ま
で
で
す
。
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渡　部　八　郎（89）和　三　　父　　１町内 
須　藤　修　一（73）文　子　　夫　　１町内 
和久井　芳　和（78）クニ子　　夫　　４町内 
星　　　猛　雄（88）慎　一　　父　　9町内2 
鈴　木　文　吉（86）文　雄　　父　　10町内 
小　瀧　　　彬（73）武　彦　　父　　大久保 
齋　藤　靖　男（72）一　徳　　父　　森　野 
山　口　年　彦（88）一　夫　　父　　森　野 
長谷川　正　夫（87）耕　二　　父　　牛　尾 
目　黒　　　忠（88）　誠　　　父　　牛　尾 
安　部　寅　雄（82）富　夫　　父　　山　口 
佐　藤　寅　雄（83）勇　一　　父　　徳　沢 
广　�　秀　雄（86）京　子　夫の父　白　坂 
渡　部　久　平（76）義　則　妻の父　宝　川 
高　橋　幸　男（79）孝　子　　夫　　樟　山 
平　野　ヨシ子（96）ミチ代　　母　　樟　山 
佐　藤　　　次（88）良　喜　　父　　橋　屋 
高　橋　ス　ミ（81）久　男　　母　　出　戸 
長谷川　鉄　次（84）ハナ子　　夫　　梨　平 
長谷川　儀　一（70）川添正道　　父　　梨　平 
 
【お詫びと訂正】 
　先月号のお誕生おめでとうで誤りがありました。 
青津　龍くんの母 
（誤）千恵子さん→（正）千恵美さん 
　訂正し、お詫びします。 

人　口　　８，０７４人　　　－　８人 
　男　　　３，８６２人　　　－１６人 
　女　　　４，２１２人　　　＋　８人 
世　帯　　２，９１３世帯　　＋　１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

佐　藤　和　弘　　出ヶ原 
佐　藤　千　春　　徳　沢 
 
矢　部　友　行　　中ノ沢 
田　澤　かおり　　喜多方市 

◆日時　７月 7日（火） 

　　　　　　27日（月） 

　　　　午前９時～ 

 

◆場所　老人憩の家 

 

◆電話　４５－４２５９ 

7月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第２期 
○国民健康保険税第２期 
○介護保険料第２期 
○土地改良区償還賦課金第１期 

7月10日（金） 納期限 

7月31日（金） 納期限 

７月 4日（第１週）受付時間11時まで 
　　18日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

星　　　心月希ちゃん　光輔・瑞枝　　四　岐 

伊　藤　心　音ちゃん　学・萌美　　　西林東 

中　村　玲　菜ちゃん　満・ありさ　　上野尻 

石　川　陽　希く　ん　修・道枝　　　下野尻 

み　つ　き 

こ　こ　ね 

れ　い　な 

は　る　き 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

有 隣 病 院  

き た か た 診療所  

小島原内科クリニック 

佐 藤 病 院  

佐 瀬 皮 膚 科医院  

星 医 院  

佐 原 病 院  

大 竹 内 科  

い な に わ 医 院  

わたなべクリニック 

志 波 医 院  

県 立 喜 多 方病院  

君島内科消化器科クリニック 

黒河内内科小児科神経科医院 

いとう子どもクリニック 

あみウイメンズクリニック 

あかぎ内科消化器科医院 

小 野 病 院  

くまたクリニック 

林 谷 内 科 医 院  

森 田 小 児 科医院  

前 田 眼 科 医 院  

0241（24）5021 

0241（23）3611 

0242（36）6533 

0242（26）3515 

0242（33）1122 

0242（83）2136 

0241（22）5321 

0241（22）0241 

0242（76）1728 

0242（24）0506 

0242（22）0289 

0241（28）2181 

0241（24）5800 

0242（26）7815 

0242（27）4601 

0242（37）1456 

0242（83）0303 

0241（22）0414 

0241（28）1233 

0242（22）0408 

0242（27）7686 

0242（27）0707

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

う え の 歯 科 医院  
高島慎二歯科医院 
大 友 歯 科 医 院  
高 橋 歯 科 医 院  
宮 澤 歯 科 医 院  
玉 川 歯 科 医 院  
金 子 歯 科 医 院  
筒 井 歯 科 医 院  

0241（21）8852 
0242（27）7557 
0242（84）1688 
0242（28）4363 
0241（21）1166 
0242（26）6600 
0242（56）3988 
0242（26）8371

12 
（日） 
19 
（日） 
20 
（月） 
26 
（日） 

12 
（日） 

19 
（日） 

20 
（月） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

26 
（日） 

黄 


